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仁
平
三
年
東
大
寺
諸
荘
園
文
書
目
録
の
基
礎
的
考
察

フに
本木

哲

也

一
、
は
じ
め
に

現
在
、
山
形
県
山
形
市
に
所
在
す
る
慈
光
明
院
の
所
蔵
に
帰
し
て
い
る
、
仁
平
三
（
一
一
五
一
二
）
年
四
月
二
九
日
の
東
大
寺
諸
荘

園
文
書
目
録
（
以
下
、
仁
平
目
録
と
略
称
す
る
）
は
、
か
つ
て
東
大
寺
印
蔵
に
伝
来
し
た
東
大
寺
文
書
の
保
管
・
出
納
を
研
究
す
る

上
で
基
礎
と
な
る
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
全
体
像
は
平
安
遺
文
第
六
巻
二
七
八
三
号
に
活
字
化
さ
れ
、
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る

が
、
紙
継
目
な
ど
原
本
に
そ
く
し
た
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
釈
文
の
訂
正
が
必
要
な
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、
仁
平
目
録
掲

載
の
文
書
が
現
在
確
認
さ
れ
る
東
大
寺
文
書
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
の
か
、
と
い
う
基
本
的
な
点
も
全
面
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
筆
者
は
幸
い
に
も
一
九
九
六
年
六
月
、
山
口
県
史
編
纂
の
一
環
と
し
て
原
本
調
査
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
こ
で
本

稿
は
、
史
料
調
査
時
の
デ
l
タ
を
紹
介
し
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て
仁
平
目
録
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
本
来

な
ら
ば
調
査
時
の
知
見
を
も
と
に
史
料
本
文
の
翻
刻
も
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
か
ら
今
回
は
省
略
に
従
い
、
別
の
機
会

を
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
史
料
名
・
刊
本
等
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
略
称
を
用
い
て
い
る
。
東
大
寺
図
書
館
架

蔵
成
巻
文
書
は
東
成
、
同
館
架
蔵
未
成
巻
文
書
は
東
未
、
薬
師
院
文
書
は
薬
師
、
東
南
院
文
書
は
東
南
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫

仁
平
三
年
東
大
寺
諸
荘
園
文
書
目
録
の
基
礎
的
考
察



所

議

東

大

寺

文

書

は

内

閣

と

略

し

、

そ

れ

ぞ

れ

の

者

数

や

分

類

番

号

を

示

し

た

。

大

B
本
古
文

年
文
書
誌
縦
、
同
家
わ
け
第
同
東
大
寺
文
書
は
東
と
略
し
、
そ
れ
ぞ
れ
的
巻
数
i
頁
数
ま
た
は
文
書
番
号
を
記
し
て
い
る
。
ま

史
料
引
用
等
に
探
し
て
も
常
用
漢
字
・
新
字
体
を
用
い

二
、
む
平
田
録
の
伝
来
過
程
と
そ
の
形
態

本
史
料
註
東
大
寺
別
当
の
寛
借
が
久
安
三
（
一
の
低
来
文
書
を
金
涛
で
あ
る
勧
修
寺
に
取
り
寄
せ
修
構
’

整
理
を
加
え
た
が
、
設
が
仁
平
三
年
に
濃
化
し
た
た
め
、
を
東
大
中
一
寸

ι返
送
す
る
際
誌
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

同
時
広
そ
の
受
取
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
史
料
で
は
部
を
除
き
文
書
名
誌
も
ち
ろ
ん
、
国
名
・
荘
盟
名
等
に
至
る
ま
で

記
載
の
右
一
関
に
朱
交
（
合
点
〉
が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
東
大
寺
に
文
替
が
返
送
さ
れ
る
際
、
本
目
録
と
文
書
の
現
物
と
を
照
合

す
る
た
め
に
付
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
む
ま
ず
本
史
料
の
伝
来
過
程
に
つ
い
て
整
壊
す
る
と
、
本
史
料
が
平
安
時
代
以
来
、
東
大
寺

に
所
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
ぽ
間
違
い
設
い
と
思
わ
れ
る

Q

ぞ
れ
が
平
安
遺
文
で
は
守
屋
孝
議
氏
所
蔵
文
書
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
い
つ
の
時
点
か
で
寺
外
に
流
出
し
た
の
で
あ
る
。
平
安
遺
文
辻
、
東
京
大
学
史
料
繍
纂
所
架
蔵
の
影
写
本
詔
リ
雇
孝
蔑
氏

一
般
議
文
書
』
（
架
蔵
番
号

8
2・
S
＼ピ
ω
）
ぷ
よ
っ
て
本
文
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
、
問
影
写
本
誌
昭
和
一
…
（
一
九
一
一
一
六
〉
年
六
月

一
一
日
に
影
本
が
完
了
し
て
お
り
、
コ
J

ノ
影
写
玉
井
久
次
郎
所
蔵
／
文
議
ノ
中
ニ
ア
リ
重
捜
タ
リ
」
と
い
う
書
き
込
み
も
あ
る
（
／
は

改
行
を
一
示
す
。
以
下
関
じ
）
。
ま
た
本
史
料
は
守
室
氏
の
所
識
に
か
か
る
以
前
、
三
浦
湾
行
氏
の
所
蔵
で
あ
っ
た
と
の
証
替
が
糾
一
一
Q
Q

さ
ち
に
惑
光
明
院
住
職
で
あ
る
山
口
浩
平
氏
の
御
教
示
記
よ
れ
ば
、
昭
和
田
二
年
頃
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
管
見
で
は
、

寺
外
流
出
の
時
期
を
特
定
で
き
て
い
な
い
が
、
明
治
初
期
に
東
大
寺
文
諜
の
流
出
が
晃
ら
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
お
そ
ち
く
仁
平

話
銭
の
流
出
も
同
時
期
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
本
史
料
の
伝
来
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

年



東
大
寺
↓
（
玉
井
久
次
郎
氏
？
）
↓
三
浦
周
行
氏
↓
守
屋
孝
蔵
氏
↓
慈
光
明
院
（
↓
は
必
ず
し
も
直
接
の
移
動
を
意
味
し
な
い
）

次
に
本
史
料
の
形
態
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
史
料
は
前
欠
で
全
一
九
紙
か
ら
な
る
巻
子
本
で
あ
り
、
木
製
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
巻
子
自
体
に
表
題
は
な
い
が
、
箱
の
葦
に
は
「
国
／
宝
」
（
朱
書
）
、
「
東
大
寺
庄
園
文
書
目
録
／
仁
平
三
年
四
月
廿
九
日
ノ
奥
書

ア
リ
」
と
記
し
た
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
の
法
量
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
略
測
で
あ
る
）
。

二
九
・
七
前
後

横縦

第
一
紙

第
二
紙

第
三
紙

第
四
紙

第
五
紙

第
六
紙

第
七
紙

五
三
・
四

五
四
・
二

五
四
・
五

五
四
・
九

五
四
・
七

第
八
紙

第
九
紙

第一

O
紙

第

二

紙

第
一
二
紙

五
四
・
八

五
五
・

O

五
五
・

O

五
四
・
七

五
五
・
三

第
一
五
紙

第
一
六
紙

第
一
七
紙

第
一
八
紙

第
一
九
紙

五
三
・
一

五
五
・

O

五
五
・

O

五
四
・
五

四
一
・
二
十

α

第
二
ニ
紙

第
一
四
紙

＊
第
一
九
紙
は
末
尾
の
状
態
が
悪
く
、
軸
か
ら
は
ず
れ
か
け
て
い
た
の
で
巻
末
ま
で
計
測
し
て
い
な
バ
。

こ
の
一
覧
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
料
紙
の
横
幅
は
五
三

i
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
第
一
四
紙

は
き
わ
め
て
短
い
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
そ
の
前
後
の
料
紙
を
観
察
す
る
と
、
第
二
ニ
紙
の
末
尾
に
は
朱
交
（
合
点
）
の
末
尾
が
残

る
が
、
そ
れ
は
紙
継
目
を
渡
っ
て
お
ら
ず
、
第
一
四
紙
自
体
、
文
書
名
に
朱
交
（
合
点
）
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
継
目
裏
花
押
に
つ

い
て
も
、
確
認
で
き
る
他
の
紙
継
目
の
そ
れ
が
厳
深
・
厳
実
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
二
ニ
紙
と
一
四
紙
、
第
一
四
紙
と
一
五
紙
の

聞
の
継
目
裏
花
押
は
と
も
に
覚
仁
と
玄
厳
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五
唐
橿
中
の
観
世
音
寺
文
書
は
計
六
つ
の
「
結
」
に
分
類
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
を
構
成
す
る
文
書
の
点
数
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
六
番
目
の
結
は
そ
の
数
値
が
一
四
通
か
ら
一
七
通
へ
と
訂
正

五
四
・
九

五
四
・
八

仁
平
三
年
東
大
寺
諸
荘
園
文
書
目
録
の
基
礎
的
考
察

五
三
・

O

。



四

さ
れ
て
お
り
、

の
点
は
、
こ
の
部
分
が
後
に
改
訂
さ

一
七
還
と
い
う
の
は
現
第
一
関
紙
へ
の
改
訂
を
反
映
し
た
数
値
で
あ
る

Q

れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
問
、
第
二
一
…
、
一
五
紙
の
幅
が
龍
の
料
紙
に
比
べ
、
…

i
…
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
短

い
っ
た
ん
完
成
し
た
後
、
前
後
の
紙
継
目
を
含
め
て
料
紙
を
削
除
し
、
現
第
一
関
紙
を
貼
り
継
い
で
記
載
を
幻

こ
の
改
訂
叫
が
行
わ
れ
た
理
出
を
推
挺
す
る
と
、
現
第
一
四
紙
に
記
さ
れ
た
文
書
が
、
東
大
寺
系
で
な
い
「
地
門
僧
琳
実
」
が
筑
紫
観

性
音
寺
の
別
当
と
な
り
、
東
大
寺
へ
の
年
賀
来
進
が
表
部
北
し
た
康
治
一
冗
（
一
一
回
一
己

1
久
安
四
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
米
ヰ
寸
観
世
音
寺
に
対
す
る
関
心
の
も
と
改
訂
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
の
明
証
は
な
い
が
、
文
書

出
納
日
記
で
辻
、
印
蔵
保
管
文
替
の
出
綿
に
際
し
て
一
一
一
縞
が
立
ち
会
っ
て
お
れ
ソ
、
文
章
一
間
保
管
広
対
す
る
三
纏
の
寅
任
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
た
が
っ
て
仁
平
三
年
以
降
、
党
仁
と
玄
厳
が
と
も
に
東
大
寺
三
鱗
に
在
任
し
て
い
た
時
期
が
一
つ
の
昌
安
と
な
る
。
そ

こ
で
史
料
を
検
す
る
と
、
管
見
で
は
玄
厳
は
永
藤
光
（
一
二
ハ

O
〉
年
ニ
丹
八
日
の
時
点
で
権
寺
お
↓
同
年
八
廷
に
寺
、
日
l

↓
承
安
五

（
二
七
五
〉
年
七
月
七
日
に
権
上
阪
i
v
治
一
本
四
↓
〈
二
八

O
）
年
一

O
月
に
上
齢
、
と
い
う
在
任
（
就
任
と
は
限
ら
会
い
）
の

夢
み
が
知
ら
れ
る
。
一
方
、
覚
仁
は
探
元
間
二
一
五
九
）
年
四
月
一
九
日

i
安
一
兆
一
苅
（
一
一
七
五
〉
年
…
一
月
の
問
、
上
陸
在
在

が
わ
か
る
。
よ
っ
て
永
欝
一
苅
年

i
安
元
元
年
の
時
期
が
一
つ
の
設
構
と
な
る
む
第
一
五
紙
記
、
抹
消
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
「
長
賞

ニ
年
六
万
六
日
加
納
之
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
長
寛
一
一
〈
一
一
六
回
）
年
が
こ
の
想
定
時
期
に
合
ま
れ
る
点
も
参
考
と
な
る
。
し

か
し
印
蔵
文
書
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
場
合
、
こ
の
中
で
、
よ
り
注
意
を
引
く
時
期
が
あ
る
。
そ
れ
は
東
大
寺
部
当
で
あ
っ
た
顕
聴

が
死
去
し
た
た
め
、
彼
の
手
元
に
取
り
寄
せ
ら
れ
て
い
た
東
大
寺
文
撃
が
薄
華
王
躍
に
納
め
会
れ
て
し
ま
い
、
次
の
別
当
敏
覚
な
ら

び
に
東
大
寺
寺
家
が
、
そ
の
返
還
に
努
め
る
事
態
が
安
一
冗
光
年
記
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
、
東
大
寺
ー
に
返
納
さ
れ
た

観
世
智
寺
文
書
六
還
の
内
訳
は
、
久
安
三
｛
）
五
年
り
も
の
で
あ
り
、
米
寺
観
世
音
寺
か
ち
の
年
貰
送
付
立
関
わ
る
文
書
な
の
で
あ
る
）
。

こ
れ
は
文
書
自
体
む
時
期
と
い
い
、
内
等
と
い
い
、
先
に
述
べ
た
改
訂
理
由
と
み
ご
と
に
符
合
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
第
一
四
紙

へ
の
改
訂
は
安
一
冗
元
年
明
と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
む
こ
の
よ
う
の
関
わ
り
で
仁
平
信
録
が
改
訂
さ
れ
て
い

っ
た
も
の
で
あ
る
。



る
こ
と
は
、

的
経
諦
力
に
い
か
に
関
、
む
を
払
っ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

す
る
と
、
仁
平
目
録
で
は
他
の
鰭
所
広
も
追
記
が
見
え
る
c

た
と
え
ば
山
城
閣
の
玉
井
荘
と
円

U

水
山
等
三
箆
篠
諾
文
迫
納
之
、
問
じ
く
大
野
荘
の
項
文
縁
側
四
滋
交
加
茂
庄
注
文
況
延
久
一
元
年
怒
号

枚

一

年

鷹

山

施

入

張

田
の
間
の

の
足
羽
荘
の
冒
頭
「
一

天
平
宝
字
一
元
年
勅
書
」
、

第
四
勝
櫨
来
患
の
肥
前
国
関
係

枚

し

て

い

る

た

め

暫

新

で

き

な

い

が

、

ぞ

れ

以

外

泣
い
ず
れ
も
文
書
名
の
右
諸
に
朱
交
が
仔
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
を
も
っ
。
こ
れ
は
現
第
一
四
紙
の
記
載
と
共
通

す
る
替
数
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
を
重
視
す
れ
ば
、
こ
れ
ち
も
安
元
冗
年
頃
広
加
筆
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
玉
井
荘
末

尾
の
部
分
記
「
追
納
」
と
あ
る
の
も
参
考
に
な
る
。
た
だ
、
越
前
閣
の
足
羽
荘
の
冒
頭
「
一
巻
一
枚
神
髄
一
一
年
麗
山
施
入
様
石
栗
庄
一
J

は
、
越
中
盟
の
現
に
あ
る
「
足
羽
蔀
鷹
山
施
入
帳
L

の
記
載
が
、
朱
合
点
を
右
一
屑
に
容
す
る
と
と
も
に
墨
線
で
記
載
昌
体
が
抹
消
さ

れ
て
お
号
、
こ
れ
は
次
の
赤
穂
荘
と
間
接
の
事
例
じ
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
は
朱
と
墨
の
二
つ
の
交

付
け
ち
れ
た
蔀
分
誠
一
ぷ
箇
所
あ
る
。
一
つ
は
播
磨
国
赤
穂
荘
の
「
大
和
赤
尾
券
也
」

世
音
寺
の
「
一
巻
主
義
年
肥
前
田
五
笛
庄
公
験
」
と

れ
る
際
、

つ
い
て

iiミ

残
り
は
観

ち
前
者
は
、

寛
仁
四
年
肥
後
富
山
鹿
審
議
公
験
」

の
文
書
が
照
合
さ

こ
の
〉
フ

の
時
点
で
朱
交
が

と
も
に
「
大
和
赤
建
券
也
」

付
け
ら
れ
、
さ
ら
け
仏
大
和
の
赤
尾
荘
関
係
文
書
が
点
検
さ
れ
る
な
ど
し
て
紛
れ
込
み
が
判
明
し
、

の
追
記
が
な
さ
れ
た
と
患
わ
れ
る
。
そ

て
い
な
い
が
、

関
も
な
い
頃
で
は
な
か
ろ

者
に
関
し
て
法
手
が
か
り

い
が
、
話
者
の
暴
交
が
漢
字
の

は
別
の
目
的
で
、
る
時
期
に
付
げ
ち
れ
た
も
の
か

の
ご
と
き
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は

朱
交
と
同
じ
く
直
線
的
で
あ
る
の

五
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三
、
仁
平
目
銀
の
構
成

は
仁
平
自
録
の
構
成
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
皆
同
克
一
氏
が
指
嬬
す
る
よ
う
に
、

醤
の
内
、
粛
一
要
な
公
験
類
は
、
次
に
示
す
よ
う
な
内
訳
で
第
一
｛
｝
五
の
公
験
産
植
に
分
類
・
保
枇
れ
て
お
り
、
こ
の
方
式
は
少
な

く
と
も
大
勧
進
部
一
守
が
唐
櫨
を
作
り
替
え
た
弘
安
一
一
一
ご
二
八

O
〉
年
の
時
期
ま
で
守
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
（
仁
平
時
の
措
櫨
も

残
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
印
蔵
保
管
文
撃
の
増
加
記
対
応
し
て
盟
守
が
も
う
一
セ
ッ
ト
造
り
加
え
た
と
い
う
こ
と
か
）
。

第
一
費
覆
勅
書
、
封
一
戸
、
正
器
、
寺
務
、
修
造
、
任
符
、
奴
縛
、
議
鑑

第
二
農
機
伊
費
、
大
和
、
院
宜
、
分
階
、
学
生
帳

第
一
一
一
麿
謹
伊
勢
、
損
津
、
山
域
、
下
野
、
美
濃
、
紀
伊
、
播
磨
、
静
予
、
阿
波
、
周
防
、
国
議
、
丹
波

第
四
震
構
越
前
、
加
賀
、
議
中
、
越
後
、
近
江
、
毘
張

第
五
唐
撞
観
世
音
寺
（
筑
前
、
筑
後
、
肥
前
、
肥
後
、
苦
較
、
奴
解
）

仁
平
自
録
の
う
ち
現
存
す
る
の
は
第
三
唐
撞
の
途
中
部
分
か
ら
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
欠
け
て
い
る
部
分
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
笹
川
氏
が
、
承
安
五
年
五
月
一
七
日
の
東
大
寺
文
書
目
録
〈
狩
野
亨
吉
氏
蒐
集
文
議
一
八
・
平

七
l
一
…
一
六
八
五
〉
、
久
寿
一
一
一
〈
一
一
五
六
〉
年
四
月
一
七
日
の
東
大
寺
文
書
出
綿
日
記
（
東
米
一
一
一

i
一一

i
八
一
・
平
六

i
二
八
一
一
一
六
）

の
記
載
に
よ
り
、
公
験
庸
績
の
銘
文
の
分
類
還
り
で
あ
っ
た

r

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
が
、
弐
に
よ
っ
て
触
れ
ち
れ
て
い
な
い
鎌
倉
期

の
史
料
が
あ
る
の
で
補
足
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
文
治
一
一
（
一
一
八
六
）
年
九
月
二
九
日
の
東
大
寺
文
撞
（
東
未
一
一
一

i

i
西
・
鎌
一

i
一
八

O
）
に
は
、
第
一
ニ
唐
横
か
ら
美
濃
国
大
井
荘
の
文
護
を
取
り
出
し
た
記
載
が
る
り
、

半
撞
内
」
よ
り
「
封
戸
文
書
」
四
議
が
取
り
出
さ
れ
て
い
る
〈
東
未
一
一
一

i

一
！
間
・
鎌
一

に
よ
り
印
蔵
所
蔵
文

一
月
二
八
日
に
は

「第

。
こ
れ
ら
は
出
蔵
の



例
で
あ
る
が
、
返
納
・
新
納
に
際
し
て
も
分
類
は
意
識
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
文
治
四
年
五
月
一
六
日
に
は
、
「
八
幡
宮
燈
油
田

寄
文
一
瀞
員
五
枚
」
と
「
大
仏
殿
御
斎
会
料
田
文
書
一
位
駿

F
弟
子
施
入
」
三
通
が
第
一
唐
橿
に
、
「
大
和
庄
々
殿
下
御
参
宮
夫
役
免
除

院
宣
等
」
が
第
二
唐
橿
に
進
納
さ
れ
て
お
り
、
建
久
元
（
一
一
九

O
）
年
七
月
に
は
「
青
蓮
寺
御
八
講
米
良
直
重
請
文
一
巻
二
通
」
と
「
年

預
五
師
給
田
充
文
二
通
耕
忍
」
が
、
と
も
に
第
一
唐
橿
に
進
納
さ
れ
て
い
る
（
以
上
、
東
成
九
八
・
東
九
｜
九
一
七
・
鎌
一
la

－－四

六
九
）
。
こ
れ
ら
は
「
大
和
庄
々
殿
下
御
参
宮
夫
役
免
除
院
宣
等
」
が
第
二
唐
橿
の
大
和
か
院
宣
に
該
当
す
る
以
外
、
さ
き
に
掲
げ

た
内
訳
の
い
ず
れ
に
当
た
る
の
か
判
断
に
迷
う
が
、
寛
喜
三
（
一
二
三
二
年
三
月
三

O
日
、
播
磨
大
部
荘
の
文
書
が
、
「
第
三
辛
橿

播
磨
国
文
書
」
へ
と
返
納
さ
れ
て
い
る
例
や
（
東
未
三
｜
一
一

l
四
三
・
鎌
六
｜
三
七
七
八
）
、
貞
永
二
（
一
二
三
三
）
年
二
月
一
五

日
に
は
「
黒
田
庄
地
頭
停
止
将
軍
家
御
下
知
廿
一
通
仁
」
が
第
二
唐
檀
に
納
め
ら
れ
た
例
が
あ
る
（
東
未
三
｜
一
一
i

・e

－
九
八
・
鎌
補
二

｜
補
一

O
五
五
）
。
ま
た
、
文
永
一

O
（
一
二
七
三
）
年
正
月
二
二
日
に
「
大
井
庄
楽
団
郷
関
東
御
下
文
」
が
「
第
三
辛
橿
三
乃
国
」

に
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
東
未
一
一
一
一
二

0
・東一

O
｜
六
二
）
。
以
上
の
よ
う
に
、
若
干
判
断
の
つ
き
か
ね
る
例
も
あ
る
が
、
鎌

倉
期
を
通
じ
、
公
験
唐
橿
に
よ
る
文
書
の
分
類
・
保
管
方
式
が
、
基
本
的
に
守
ら
れ
て
い
た
と
結
論
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

仁
平
目
録
に
は
公
験
唐
橿
と
は
別
に
「
雑
文
書
橿
一
合
十
八
ま
と
の
記
載
も
見
え
、
主
要
な
公
験
の
ほ
か
に
「
雑
文
書
」
の
一

群
が
一
八
の
「
結
」
に
分
類
・
整
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
結
に
所
属
し
て
い
た
文
書
の
点
数
が
七
（
）
一
二
五

通
と
、
き
わ
め
て
不
均
等
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
分
類
は
数
量
的
に
均
等
を
目
指
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
別
の
方
針
（
内

容
別
な
ど
）
で
分
類
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
雑
文
書
の
保
管
方
法
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
に
対

応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
包
紙
が
残
存
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
以
下
に
示
す
例
を
雑
文
書
の
包
紙
と
判
断
し
た
理
由
を
述
べ
る
と
、
「
雑

文
書
」
と
い
う
記
載
と
同
時
に
、
そ
こ
に
見
え
る
文
書
の
通
数
が
仁
平
目
録
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
東
大
寺
文
書
中
に
包
紙
と

し
て
転
用
さ
れ
た
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
従
来
「
端
裏
書
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
記
載
も
、
包
紙
に
転
用
さ
れ
る
時
点
で

そ
の
表
書
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
こ
う
し
た
残
存
す
る
包
紙
か
ら
取
り
上
げ
る
と
、
天
喜
五
（
一

仁
平
三
年
東
大
寺
諸
荘
園
文
書
目
録
の
基
礎
的
考
察

七



O
五
七
〉
年
四
月
一
八
日
の
東
大
寺
請
文
案

月
二
二
日
の
丹
波
留
後
河
荘
可
解
〈
東
成
九
Z

一

一

一

日

の

摂

津

国

猪

名

荘

一

時

解

（

内

需

・

東

五

一

一

i

一

の

「

雑

文

書

廿

間

適

ん

は

、

そ

れ

ぞ

れ

仁

平

話

録

・

雑

下

段

五

番

話

、

上

段

七

番

目

、

下

段

九

番

目

の

記

載

と
一
致
し
、
し
か
も
こ
れ
ら
は
同
筆
と
判
断
さ
れ
る
。
康
平
二
（
一
五
九
）
年
一

O
月
士
一
一
日
の
越
後
関
石
井
荘
寄
人
荘

子
解
〈
皮
蛇
十
郎
氏
所
勝
文
欝
）
の
「
一
一
結
雑
文
響
八
は
下
段
七
番
自
の
記
載
と
合
河
口
た
だ
し
こ
れ
は
稜
述
の
よ
う
に
若
干
、

問
題
を
残
す
む
雑
文
書
で
誌
な
い
も
の
の
、
東
未
一
一
一
i

一一

i
四
五
九
「
山
域
国
木
津
在
韓
九
年
以
後
」
は
、
記
載
内
容
が
仁
平
目
録

中
、
第
一
二
唐
橋
・
山
域
国
の
泉
木
津
の
分
に
合
致
す
る
の
で
、
そ
の
包
紙
と
考
え
ら
れ
る
。

次
広
、
包
紙
自
体
で
は
な
く
史
料
記
載
の
上
で
知
ら
れ
る
も
の
を
挙
げ
よ
う
。
建
久
一
一
年
一
一
一
月
三
日
の
東
大
帯
文
書
請
預
状
案
〈
東

来一ニ
i
i

一一

i
六
四
十
一
ニ

i
一一

i
k一
一
一
・
鎌
一
｜
五
一
七
十
補
一
vise

－諦一

O
七
〉
中
に
、
「
御
封
文
書
」
の
一
っ
と
し
て
ご
結
七
週

雑
文
書
」
の
記
載
が
あ
号
、
こ
れ
は
雑
文
欝
植
の
う
ち
、
上
段
六
番
目
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
観
世
音
寺
文
書
が
雑
文
番
中
広
も
事

在
し
て
い
た
こ
と
が
、
保
元
四
年
五
月
二
九
日
の
東
大
寺
文
書
出
納
日
記
〈
東
未
三

l
一一

i

一
O
八
・
平
穴
l
一
一
九
七
三
）
に
よ
り

確
認
で
き
る
。
こ
の
と
き
印
蔵
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
雑
文
響
四
結
の
う
ち
、
コ
結
十
一
巻
」
「
一
結
十
巻
」
「
一
一
結
八
機
」
は
、
雑
文

繋
構
の
上
段
ニ
（
ぽ
四
〉
番
目
（
い
ず
れ
も
ご
結
十
一
通
」
）
、
下
段
一
一
番
目
（
「
一
結
十
一
通
」
〉
、
同
七
番
目
（
「
一
結
八
通
」
）
に
対
感
ず
る
。

残
る
「
一
一
緒
紙
絵
図
三
積
、
大
巻
雑
文
書
二
巻
、
細
々
日
記
五
通
」
の
う
ち
、
「
紙
絵
図
一
一
…
禎
」
は
第
五
唐
撞
第
…
一
結
の
「
大
宝
一
一
一
年

（封〉

間
間
紙
絵
霞
」
、
同
第
五
結
「
向
絵
額
ヘ
「
金
生
制
御
符
絵
闘
い
に
該
当
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
本
文
書
と
な
る
が
、
同
じ
一
結
と
さ
れ
る

中
で
も
大
巻
雑
文
書
ニ
巻
・
綿
々
日
記
五
通
と
区
別
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
拡
つ
い
て
辻
本
文
脅
か
ら
選
ん
だ
絵
留
と
、

前
揚
三
結
と
試
薬
な
る
結
か
ら
取
り
出
し
た
雑
文
番
と
を
、
内
容
的
関
連
か
ら
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
詔
援
し
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
結
の
本
来
の
通
数
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
結
八
巻
」
は
前
掲
反
町
十
郎
氏
所
蔵
文
欝
の
端
裏
記
載
と
品
殿
様
す
る
む

!¥ 

間
四
年
七

…
年
九
月

・平一一一

・
東
九
i
八
八
四
・
平
三
i
八
O
八
）
の
「
一

八
）
の
「
一



い
ず
れ
を
取
る
か
断
案
は
な
い
が
、
反
町
文
書
が
雑
文
書
の
包
紙
で
あ
る
な
ら
ば
、
観
世
音
寺
文
書
の
「
一
結
八
巻
」
は
雑
文
書
の

一
結
丸
ご
と
で
は
な
く
、
そ
の
中
か
ら
必
要
な
文
書
八
通
を
抜
き
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
包
紙
の
関
係
す
る
荘
園
が
異
な
る
こ
と
や
、
関
係
史
料
の
記
述
か
ら
み
て
、
雑
文
書
も
公
験
と
同
様
に
荘
園
別

の
ご
と
き
形
で
整
理
・
分
類
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
き
に
、
結
ご
と
の
文
書
の
点
数
が
不
均
等
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

雑
文
書
の
分
類
も
内
容
別
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
が
、
包
紙
の
検
討
を
通
じ
て
こ
の
推
測
が
確
か
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

四
、
現
存
文
書
と
の
対
応
l
結
び
に
代
え
て
｜

最
後
に
、
仁
平
目
録
に
記
載
さ
れ
た
文
書
と
現
存
文
書
と
の
対
応
、
お
よ
び
文
書
残
存
の
傾
向
を
検
討
し
て
結
び
に
代
え
た
い
。

ま
ず
、
現
存
文
書
と
の
対
応
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
ー
で
あ
る
（
本
章
末
参
照
）
。
こ
れ
を
用
い
て
印
蔵
保
管
文
書
の
残
存
状
況
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
表
ー
を
も
と
に
文
書
目
録
掲
載
の
文
書
名
一
つ
を
一
点
と
数
え
（
し
た
が
っ
て
、
観
世
音
寺
公

験
案
の
よ
う
に
複
数
文
書
で
構
成
さ
れ
て
い
て
も
一
点
と
す
る
が
、
一
部
が
伝
来
す
る
も
の
、
案
・
写
し
な
ど
が
存
在
す
る
も
の
、

あ
る
い
は
題
畿
の
み
が
伝
わ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
が
残
存
す
る
も
の
と
見
倣
す
）
、
荘
園
ご
と
の
残
存
率
を
算
出

し
た
の
が
表
2
で
あ
る
（
小
数
点
以
下
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
。
本
章
末
参
照
）
。

残
存
し
た
も
の
に
重
点
を
置
い
て
表
2
を
観
察
す
る
と
、
残
存
率
の
高
い
荘
園
に
二
つ
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
一
つ

の
傾
向
は
、
残
存
率
の
高
い
も
の
と
し
て
、
奈
良
時
代
に
設
定
さ
れ
た
北
陸
の
荘
園
群
（
越
前
・
越
中
国
）
が
見
え
て
い
る
こ
と
で

あ
討
。
し
か
し
、
こ
れ
は
公
験
唐
植
の
相
違
に
よ
る
と
の
見
方
も
成
立
し
よ
う
。
そ
こ
で
第
三

1
五
唐
橿
の
残
存
率
を
計
算
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
三
五
・
七
%
、
三
二
・
四
%
（
「
紛
失
文
書
」
は
除
く
）
、
五
六
・
一
%
と
な
る
の
で
、
北
陸
の
荘
園
群
を
含
む
第
四
唐
橿

は
第
三
唐
植
と
大
差
な
く
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
残
存
率
が
高
い
の
が
北
陸
の
荘
園
群
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
絵
図
も
比
較
的
よ
く

仁
平
三
年
東
大
寺
諸
荘
園
文
書
目
録
の
基
礎
的
考
察

九



。

残
存
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
奈
長
時
代
の
設
定
で
あ
り
な
が
ち
公
験
の
残
存
率
O
W
A

の
で
（
薪
岩
荘
、
穣
野
荘
、

田
宮
荘
、
播
生
荘
、
困
幡
粧
、
息
長
荘
、
尾
張
国
の
諸
荘
な
ど
て
全
体
像
を
よ
り
正
濯
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
奈
良
時
代
に
設
定
さ
れ

た
荘
欝
群
の
公
験
の
残
害
率
は
高
い
か
、
き
わ
め
て
患
い
か
の
二
つ
に
分
か
れ
る
、
と
い
え
よ
う
。
同
時
に
、
そ
の
中
で
公
験
の
残

事
事
が
高
い
荘
園
の
文
書
の
内
訳
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
奈
良
時
代
の
文
書
が
誌
と
ん
ど
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
も

う
一
つ
の
傾
向
と
し
て
、
奈
良
時
代
の
関
係
文
欝
が
少
な
い
か
、
も
し
く
は
ま
っ
た
く
な
い
が
、
公
験
の
残
存
率
が
高
い
荘
関
・
来

寺
が
あ
る
こ
と
が
挙
ぜ
ち
れ
る
（
賀
茂
荘
、
泉
木
津
、
木
本
荘
、
新
提
荘
、
高
庭
荘
、
観
世
普
寺
を
ど
）
。

以
上
の
点
か
ら
印
藤
保
管
文
書
の
う
ち
、
公
験
に
関
し
て
保
管
・
訟
来
の
領
向
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
一
平
安
時
代
の
文
書
留
が
多
く
を

占
め
る
荘
醤
に
つ
い
て
は
、
仁
一
千
三
年
当
時
そ
の
経
営
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
公
験
と
し
て
の
効
力
が
期
待
さ
れ
た
が
故
に

保
存
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
ぞ
れ
拡
対
し
て
、
当
時
、
既
ζ
荒
廃
、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
状
態
の
荘
園
に
関
し
て
は
、
ま
っ
た

く
効
力
が
期
持
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
醗
定
で
き
な
い
も
の
の
、
む
し
ろ
東
大
寺
創
建
期
か
ら
事
在
し
た
と
い
う
歴
史
的
指
緒
の
市
さ

に
重
点
が
龍
か
れ
て
保
存
が
菌
ら
れ
、
効
力
が
期
待
さ
れ
な
い
（
効
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
な
い
）
故
日
後
世
あ
ま
り
出
納
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
現
砲
、
ま
で
ん
伝
来
し
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
仁
平
日
録
は
第
一
、
二
麗
掻
の
部
分
な
す
べ
て
欠
い
て
お
り
、
第
三
唐

種
も
途
中
部
分
か
ら
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
現
存
文
書
と
の
対
応
に
も
不
確
定
要
素
が
あ
る
が
、
残
存
し
た
も
の
に
重
点
を
置
く
と
、

お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
理
解
が
成
ー
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
印
藤
保
管
文
書
は
単
に
文
書
の
効
力
だ
げ
で
伝
来
し
た

の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
先
に
述
べ
た
結
論
法
あ
く
ま
で
仁
平
目
録
と
現
在
械
部
し
得
た
文
書
の
対
応
の
み
に
基
づ
い
て
語
り
、

そ
の
問
の
怯
来
通
轄
を
ま
っ
た
く
捨
象
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
皆
川
完
…
氏
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
は

五
つ
の
公
験
蹴
結
構
は
文
書
保
管
の
任
務
を
怒
え
、
鹿
横
か
ら
古
文
書
が
離
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
状
況
に
至
る
過
程
で

消
滅
し
た
文
書
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
号
、
さ
ら
に
今
後
］
東
大
寺
印
蔵
の
文
書
出
納
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
る
、
必
要
が
あ
る
。

基
礎
的
考
察
と
い
い
な
が
ら
、
や
や
素
描
的
に
な
っ
た
語
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
博
雅
の
御
教
一
都
を

い
し
つ
つ
、

ひ
と
ま
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表
l

東
大

寺
諸

荘
園

文
書

目
録

対
照

表

【
凡
例
】

①
文

書
名

は
分

註
な

ど
を

省
略

し
た

部
分

が
あ

る
。

文
字

の
欠

損
は

口
の

次
の

（
）
に
残
画
や
文
意
か
ら
考
え
ら
れ
る
文
字
を
示
し
た
。

②
現

存
枚

数
の

確
認

な
ど

は
、

特
に

断
わ

ら
な

い
限

り
東

京
大

学
史

料
編

纂
所

架
蔵

の
影

写
本

・
写

真
帳

・
レ

ク
チ

グ
ラ

フ
な

ど
に

よ
っ

て
い

る
。

枚
数

の
項

の
＊

は
近

世
以

降
の

写
し

・

印
譜
な
ど
に
よ
り
伝
来
が
知
ら
れ
る
こ
と
、

T
は
題
畿
が
伝
わ
る
こ
と
を
示
す
。

③
表

題
・

端
裏

書
の

項
で

は
、

表
題

を
（

題
）

で
示

し
た

。
端

裏
書

は
同

筆
、

異
筆

を
問

わ
ず

列
挙

し
て

い
る

。

④
所

蔵
の

項
は

必
ず

し
も

現
蔵

者
で

は
な

い
場

合
が

あ
る

。
影

写
本

の
み

に
見

え
る

も
の

は
「

東
大

寺
採

訪
次

数
巻

数
」

の
よ

う
に

示
し

た
。

⑤
刊

本
の

文
書

番
号

配
列

は
継

紙
・

連
券

の
場

合
、

そ
の

順
序

に
よ

る
。

国
名

等
荘

園
名

等
仁

平
三

年
目

録
文

書
名

枚
数

現
存

表
題

・
端

裏
書

所
蔵

1
 
山
城
国

玉
井

荘
天

平
宝

字
四

年
勅

仁
1

 

2
 

同
年

勅
旨

所
文

3
 

康
平

六
年

寺
解

井
所

課
免

除
文

4
 

延
暦

七
年

家
地

施
入

帳
3

 
3

 
東

未
1-25-672,

大
東

急
記

念
文

庫

5
 

永
久

五
年

宣
旨

案
仰

書
4

 

6
 

同
年

宣
旨

案
1

 

7
 

永
保

元
年

宣
旨

案
1

 
1

 
石

崎
直

矢
氏

8
 

元
永

二
年

宣
旨

1
 

9
 

同
年

庄
解

6
 

10 
周

年
官

使
分

水
注

文
1

 

11 
長

久
四

年
検

田
沙

汰
文

12 
延

久
四

年
国

判
2

 

13 
同

年
四

至
庁

宣
両

使
請

文
2

 

14 
天

喜
二

年
以

後
宣

旨
庄

解
等

4
 

2
 

石
崎

直
矢

氏

15 
同

三
年

庄
結

解
2

 

16 
同

年
庁

宣
3

 

Ul
井
川
崎
帳
＋
＜
#P

締
出

園
料

柳
田

犠
Q
欄

鰹
宕

蜘
蛾

干日
本

備
考

平
1-4

1) 

平
4-1183

平
3-709,

715 

1
 1
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年
号
朽
損
雑
j肖
怠

20 

天
治
二
年
庄
解

2
 

？
 

コ
く
西
巻
井
忠
文
案
等
／
紙
絵
関
〉

4
 

2) 

に
コ

回
承
平
元
年
潔
付

1
 

久
安
四
年
友
中
弁
ア
文

1
 

久
安
五
王
手
法
限
仰
欝
築
坪
付
等

12 

間
四
年
償
笑
訴
師
光
奉
行
四
至
沙
汰
文7長

無
年
突
す
党
仁
欝
状

資
蔑
荘

長
久
ニ
年
寄
子
家
下
文

賀
茂
庄
寺
家
下
文
〈
長
久
二
二
年
〉

内
諾

平
2-589

，
東
5-143

天
治
二
二
年
震
皆

1
 

1
 
｛
題
〉
左
弁
宮
下
文
〈
山
悶
庄
事
〉

東
南
4－約

S
王子シ

2040,
東
3-601

i潟
遺
影
寺
解

1
 

1
 

京
都
大
学

平
5-2035

i潟
年
主
主
旨
詩
文

1
 

1
 l誇宣文旨草状案也〉

可
令

蹴
立

〈
重

点
之

内
可

被
載

東
米
1
…24…88

平
5-2041

間
年
｝±
解

1
 

1
 

策
米
1…
22-11

平
5-2033

永
治
元
年
庄
解

1
 

間
年
寺
家
陳
状

3
 

大
野
荘

治
暦
元
年
検
田
帳

2
 

治
暦
ニ
年
検
EB
帳

2
 

延
久
平
年
笠
智
案

3
 

需
主
手
線
付

。。

泉
木
津

さ
ま
亀
九
年
粂
滋
勅
餐

1
 

延
騰
it
三
三
年
絡
楽
地
券

4
 

4
 
（

題
）

ニ
篠

五
坊

地
券

く
鱗

牒
檎

換
詑

延
謄

東
南
3
39 

平
1-24,

25
，
東
2-558,

559 
廿
三
年
〉

主
義
光
ニ
年
泉
郷
万
祢
申
文

臣
弘
文
荘

¥
1
1
－矯

269

永
久
ニ
年
長
者
室
請
文

東｝菊？…
4

平
5
…
1810

，
東
3
824 

間
年
史
生
材
木
注
文

木
屋
所
被
注
文
東
大
電
子

筏
弁
潔
秀
氏

平
5-1806

時
年
末
清
畠
請
文

1
 

東セ：－，回米並，｝
哲－ん
1マ2ε

－乙
28 

大
治
元
年
公
文
所
開
注
文

3
 

2
 

平
5-2097

十
2093

間
年
輿
福
寺
水
守
棺
論
務
状

3
 

つ
東

大
寺
1
1
 

平
5-2096

無
年
号
山
城
守
資
平
警
察
状

1
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44 



45 
海
印
寺

天
喜
五
年
地
予
解
文

I
 

46
下
野
悶

一
巻

寛
治

五
年

燦
順

術
文

2
 

東
米

1
…
24

…
700,

平
4-1302,

1303. 
179 

47 
美
濃
題

大
井
荘

天
平
勝
宝
八
年
勅
書

1
 

48 
天
徳
四
年
宣
旨

45 

49 
治
癒
ニ
年
宣
旨
井
請
文
案

15 
？な

3
)
 

50 
ヌ
華
客
二
年
宣
旨
井
茜
部
文
案

2
 
*

 
51 

延
久
三
五
年
宣
旨
庁
宣
等
案

20 
せ迂

52 
長
治
先
生
存
坪
付

3
 

53 
長
治
二
年
t書

物
結
解

2
 

東
未

1-25
…
496

五戸
4
…
1636

54 
大
治
翻
年
修
理
大
夫
番
弁
五
前
書

2
 

55 
療
治
二
年
総
笈

1
 

56 
久
安
ニ
年
間
地
枚
目
録

1
 

57 
需
年
宮
物
進
米
結
解

2
 

58 
議
部
荘

弘
仁
九
年
施
入
勅
欝

2
 

2
 

正
念
総

平
1-45

，
東

1-6

59 
大
関
西
年
坪
付

1
0
 

旨（題）天~徳〈四サ年ラ
z

第
工

笈
60 

天
徳
四
年
宣
旨

1
 

I
 

東
南
3-36

平
1-275

，
東
2-552

61 
姦
承
三
年
官
符

20 

62 
永

久
五

一
T

主
主
守

6
 

6
 
宣｛題旨｝／東庁賞大寺等奨〉

濃永久関渡E.
部年庄以後券

A

く
西
堺

東
南
公

37
平

5
2
0
2
1
,
 
2
0
1
8
,
 
2
0
1
7
,
 

1881, 
1882

，
東
2-553 ～

556

63 
永
治
光
年
市
橋
庄
陳
状

2
 

2
 
T石

橋
鰐
庄
練
状
葬
祭
、
在
正
文

東
未

1-4-73
平
6-2454

，
東

14-598

64 
局
長
手
摺
受
取
文
井
市
橋
陳
状

。
茜
部

］±
題
歪
申
文
案

東
未
ト

4-59
王子
6-2469,

2452, 
東
14-585

65 
延
久
二
二
年
笈
皆
正
文

東
末

十
3
-
5
9
,

草子
3-1046,

1048, 
東

13-439,
1-4 

5
 

531 

66 
延
久
三
三
年
11r
符
間
受
注
文

2
 

67 
康
治
三
三
年
閉
室
事
態
状

5
 

68 
天
治
元
年
大
火
史
霧
状

2
 

S
事

永
保
二
年
宮
符
溜
.
￥
.
沙
汰
文

4
 

70 
無
年
号
三
箇
条
3家

賃
警
察
勝
蒸
擬
講

3
 

71 
一

結
絵

密

72
紀
伊
関

木
本
荘

天
永
元
年
検
回
枚
自
録

I
 

1 
1 
1 

1 



1
 gr 

73 
間
二
年
宣
旨
案

1
 

74 
間
年
検
田
枚
§
録

1
 

1
 

東
成
57

平
4
…1752

，
東
7-422

75 
i湾

年
額
沙
汰
文

1
 

76 
同
年
寄
物
解
文

1
 

77 
長
治
完
全
手
守
解

5
 

3
 

筏
井
寛
秀
氏

平
←
1625

78 
長
治
光
年
八
幡
所
王
立
離
状

3
 

3
 

東
米
1
24-24 

平
4-1620

79 
炎
治
二
年
八
幡
下
文
築

1
 

80 
天
浅
く
元
年
宣
~
茶

1
 

81 
天
永
二
年
寄
手
解

2
 

2
 

筒
井
策
秀
氏

平
令
1751

82 
長
治
元
年
寺
解

1
 

，～，
h

山

~
" 

V
入
加
く
多
少
廿
ニ

83 
再
年
ミ
デ
解

8
 

8
 
、z

,k--j円
立
ご

東
米
1
24

「
17

脚本
4-1626

l一
一

信
84 

康
和
ニ
年
致
問
下
文

6
 

筏
井
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，
紛
8
，
東
7
…321

27) 

223 
延
久
元
年
誇
庄
立
券
文

7
 

7
 
七
枚
、

東
成
24

平
3
103仏

策
ふ
261

1
《



Ul
浄
11

i羽－
1咲

4く
~
争
組
出
臨
令
〈
網
目
出
場
Q
捕

i態
起
動
蛾

平
4
-
1
3
9
5
,

1
3
9
6
,
 
1376, 

永
長
二
年
罷
庄
山
口
議
苦
手
沙
汰
文
書

14 
11 

十
一
、
第
二

東
京
大
学
文
学
部

1379, 
1378, 1377, 1375

，
東

28) 
JJtll-14 

治
安
眠
年
金
生
封
公
験

16 

豆
療
四
年
大
石
山
北
両
符
公
験

10 

天
爵
八
年
以
後
把
絞
産
霞
符
等

13 
？＊ 

29) 

承
潜
ニ
年
以
後
持
庄
府
笈
弁
庁
笈
等

5
 
t6 

六
枚
、

横
浜
市
立
大
学

平
10-4954,

4951, 
4947, 

30) 
4943 

箆
治
三
年
問
庄
椙
諭
公
験

6
 
？？ 

六
枚

東
南
7-9

平
4
-
1
2
7
8
,

1
2
7
7
,
 
1
2
7
5
,
 
31) 

1272
，
東
3-857

平
4
-
1
3
1
7
,

1316, 
1
3
1
5
,
 

応
徳
元
年
議
総
庄
公
験

7
 
ts 

八
枚

東
成
50

1312, 
1314, 

1313, 
1268, 

32) 
1252, 

1216, 
1214, 

2-489, 
*
7
-
3
2
事

延
久
：
三
年
賀
駄
鱒
園
府
援
等

16 

一
様
大
袋
三
三
年
間
観
紙
絵
図

永
承
四
年
船
越
夜
間
受
韓
示
沙
汰
文
饗

15 
？
 

33) 

康
平
三
年
同
庇
府
器
使
入
勘
特
免

事
？本

34) 

承
和
八
年
間
J±
塩
釜
関
牒

2
 

堂
本
拠
郎
氏

平
1-67

35) 

弘
仁
九
年
山
鹿
庄
公
験

5
 

長
暦
ご
年
鰐
前
臨
五
徳
疲
公
験

21 

点
綴
十
年
一
切
経
国
公
験

7
 
？？ 

七
枚

早
稲
田
大
学

平
ト
158,

157, 
160, 

154, 
36) 

162, 
161 

王子
4-1477,

シ
1096,

1080, 

天
延
三
三
年
郭
内
自
公
験

17 
tl7 

R枚
i>r.、I-"-…エ溺エ

リ

〈
康
範
囲
年
〉
、
十
七

内
罰

1079, 
1078, 

2
伊577,

575, 
37) 

571, 
538, 

445, 
375, 

310, 
東
5-110

天
平
三
五
年
呉
楽
器
撰
文

9
 
t9 

九
枚
、

内
題

エド
4
-
1
3
8
0
,

1310, 
1
2
4
3
,
 
38) 

2-442, 
431

予
430

，
束
十
109

灘
仁
五
年
学
校
院
策
回
文
書
聖

10 
10 

守
屋
美
孝
氏

平
シ
1073,

1026, 
932 ,

 899, 
2-622, 

483 

長
保
三
三
年
筑
前
関
五
仏
々
援
米
例
文

4
 
＊
 

39) 

寛
仁
路
年
目
白
後
患
Ill
癒
郡
桑
公
験

8
 

夫
暦
宙
関

67 



承
保
密
年
諸
符
庄
勘
巡
回
免
判

9
 

＊
 

元
慶
七
年
寄
努
紋
織
継
糠
公
験

11 

王
子
台

1413,
1409, 

2
-
3
5
1
,
 

永
延
5
年
会
館
長
講
鰐
文

10 
10 

十
枚
、

東
成
43

340
き
343,

337, 
335, 

336, 
40) 

東
ヂ
315

延
久
六
年
務
会
米
鰐
ヌ
：

8
 
？

 

寛
弘
八
年
勅
符
蔵
純
物
下
用
候

8
 
ts 

東
京
大
学
文
学
部

王子
3
-
1
0
0
4
,

1
0
0
7
.
 
1
0
1
 

一
1012

，
東
別
1
13 

天
に
ニ
年
観
音
講
料
米
伊
j文

百

経
護
班
長
ド
資
財
帳

55 
56 

東
京
芸
術
大
学

平
1
…194

43) 

姦
保
元
年

j湾
緩

21 
22 

嘉
係
長
手
資
財

1緩
く
但
不
行
交
替
〉
、
第
四

内
間

平
4-1368

，
東
5-108

長
光
、
九
年
以
後
修
理
米
用
途

i緩
8

 
ts 

北
村
繁
樹
氏

平
2-573

44) 

天
永
光
年
談
義
縁
起

8
 

9
 
観
世
音
寺
談
議
縁
組
案
文
、
第
四
、
八
枚

東
京
大
学
文
学
部

平
4
1731

，
東
部

1-15

天
仁
二
年
中
津
庄
沙
汰
官
符
草
案
等

6
 

6
 
員
五
巳
回
日
輪

i六術枚文、芥路府
霊
宮
符
等
合
六
枚

東
京
大
学
文
学
部

平
4
1753, 

1755, 
1719

，
策

45) 
ル品畑、〆乱

A、、、
男
Ul-16

元
永
三
年
符
庄
祭
料
稲
議
文

1
 

保
安
元
年
寺
辺
在
家
注
文
双
紙

25 

保
安
元
年
文
議
問
六

4
 

保
安
光
年
調
文
議
問
六

5
 

5
 
公
議
会
案
文
毘
録
〈
保
安
元
年
六
月
廿
八
日
〉
、

徳
井
寛
秀
氏

平
日

ω柑
之
99

務

療
治
三
三
年
先
臼
進
在
庁
解

3
 

3
 
口
G
D
己
己
D

O
口
｛
銭
没
後
若
手
於
件
在

筒
井
寛
秀
氏

平
11
－繍

31
哲

庁
ヵ
）
解
者
先
日
進
上
、
五

康
治
ニ
年
寺
子
家
紹
折
緩

4
 

4
 
第
五
、
桔
折
綬

内
閣

エド
6-2504,

東
5-112

天
幾
二
二
年
返
抄
引
付

3
 

康
治
三
年
田
数
所
当
惣
勘
文

15 

天
幾
元
年
解
文

1
 

天
養
先
年
見
作
田
所
当
惣
勘
文

16 

選
護
保
三
年
大
石
山
北
公
験
築

14 

康
治
三
年
間
調
符
沙
汰
取
文
芥
符
解

3
 

3
 
大
若
封
書
務
、
第
Ji

東
米
1-24-347÷

平
6-2523

598
十
東
米
ト
56

療
治
三
年
在
庁
解
芥
ヌ
ド
解

11 

一
巻

爵
絵

溜

ー

1 
1 



.Ul
井

11

270 
一

条
金

生
御

符
絵

醤

271 
大
治
関
年
以
後
任
符
築

272 
久
安
三
三
年
寺
用
組
折

273 
久
安
西
年
損
飽
勘
文

274 
久
安
密
年
琳
実
年
貢
米
滋

275 
康
治
ニ
年
以
後
琳
実
解
文

276 
康
治
忘
年
寺
解
状

271 
久
安
三
三
年
I±
々
間
数
注
文
永
嬢
進

278 
大
治
三
年
目
玉
ぎ
社
注
文

279 
i久

雪
一

4
蜘

¥
(

 

280 
久
安
；
六
年
損
色
注
文

281 
長
治
ニ
年
米
結
解
糠

お
2

大
治
二
年
以
後
毘
牒
芥

f
f笈

案

283 
治
勝
二
年
鯨
成
大
費
等
記

284 
久
安
阻
年
院
室
等
IE
文

2お
久
安
三
年
被
返
付
本
寺
東
皆

286 
説
宣
井
詩
文
く
康
治
元
年
〉

287 
頭
弁
資
信
請
文

お
御

脅
毘

ー
結
五
巻

2籾
寺

中
一

帖
布

天
平

勝
宝

八
年

290 
ド
時
間

291 
鰐

番
目

お
2

大
和
国

機
控

一
帖
布
神
護
紫
繋
三
三
年

加
近

江
箆

瀕
流
荘

一
紡

布
天

平
勝

宏
三

年

臨
伊

嬬
頼

回
村

思
枯

紙
無

年
号

伊
勢
翻

三
重
寝

一
帖
布
天
王
手
勝
宝
九
年

沼
6

加
賀
題

幡
主
主
荘

-
1姑

紙
天
平
笈
学
三
年

297 I
 

一
帖
布

2総
播

磨
閥

ま
垂
水
寝

…
帖
布
語
訳
和
三
年

3
 

，。、
読
鱒
擬
補
案
、
修
理
穏
当
任
符
築

11 4
 

4
 3設

会
損
色
勘
文

3
 

23 

8
 

長3
 

2
 

3
 

6
 

I
 4

 
4
 
回

枚

2
 

32 

2
 

2
 

5
 

l
 

1
 

頭
弁
返
事
く
観
徴
音
寺
事
〉
、
第
一

東
大
寺
2
号
、
京
都

大
学

東五
1n-16-2

東
米

1
-
1
6
…
15,

12, 13 

東
成
40

楽
部
1
193-1 

東
南
ふ
2

正
倉
院

正
念
龍

1
 

1
 

i
 

3ドシ
2138,

2164, 
9-4712 

｜平
6-2649

平
ふ
2110,

2444, 
6-2518 

平
6-2611

，
東
7-312

主fZl0-5014
，
東
3
702 

編
4
P116 

東
4-1

十
4
…2

47) 

48) 



加
越

前
国

糞
置

荘
一

帖
布

天
平

宝
字

三
年

正
倉

院
編
4
P
3
9
3
，
東
4
3

 

300 
一

帖
紙

天
平

神
護

二
年

正
倉

院
編
5-P616

，
東
4-4

49) 

301 
梼

原
荘

一
帖

布
天

平
宝

字
五

年

302 
二

帖
紙

天
平

神
護

二
年

303 
二

帖
布

天
平

神
護

二
年

3似
高

串
荘

一
帖

布
天

平
神

護
二

年

305 
一

帖
紙

同
年

奈
良

国
立

博
物

館
東
4
6

 
50) 

306 
道

守
荘

一
帖

布
天

平
神

護
二

年
正

倉
院

東
4-5

307 
一

帖
紙

同
年

3侃
国

富
荘

一
帖

布
神

護
三

年

309 
一

帖
紙

同
年

310 
小

榛
荘

一
帖

紙
宝

字
三

年

311
越

中
国

丈
部

荘
一

帖
布

宝
字

三
年

正
倉

院
東
4
12 

312 
一

帖
布

神
護

景
雲

三
年

313 
砺

波
荘

一
帖

紙
天

平
宝

字
三

年

314 
大

薮
荘

一
帖

布
宝

字
三

年
正

倉
院

東
4
13 

315 
一

帖
布

神
護

景
雲

元
年

316 
一

帖
紙

神
護

景
雲

三
年

317 
須

加
荘

一
帖

布
天

平
宝

字
三

年
正

倉
院

東
4-9

318 
一

帖
紙

宝
亀

十
年

319 
鳴

戸
荘

一
帖

布
天

平
宝

字
三

年
福

井
成

功
氏

東
4-11

320 
石

粟
荘

一
帖

布
神

護
景

雲
三

年

321 
一

帖
紙

同
年

322 
一

帖
紙

宝
字

三
年

奈
良

国
立

博
物

館
東
4
8
 

323 
根

回
荘

一
帖

布
天

平
宝

字
三

年
正

倉
院

編
4
P
3
7
6
，
東
4
10 

324 
一

帖
紙

無
年

号

325 
鹿

田
荘

一
帖

布
天

平
宝

字
三

年

326 
一

帖
紙

神
護

景
雲

三
年

327 
狩

城
荘

一
帖

布
神

護
景

雲
元

年

3犯
一

帖
紙

同

329 
惣

図
二

帖
布

無
年

号

JJ
同
ー
川
崎
帳
-K

刊v
締
出
園
料
制

E回
犠

Q
補
｜
盤
垣
市
干
飾

1 
1 
1 
1 



.Ul井
川
母
桜
＋
＜
-!lP
掘
出
題
令
〈
糊
問
機
会
欄
機
寝
静
養
器

1
 1罰

車協

虚下空野豆国
猪

名
荘

一
粘

紙
天

平
鯵

宝
八

年
話
崎
市
教
育
委
員
会

東
小
野
す
録

51) 
』ー・ー

古
務
粧

331 
－
，
恰
布
弘
仁
十
三
年

332 
一

帖
布

延
暦

十
八

年

3お
一

総
破

損
絵

関

3.34 
雑
文
書

…
結
く
汁
f五

遡
〉

3お
一
結
く
？
？
？
六
通
〉

3お
一
結
〈
十
一
通
〉

お？
一
結
く
十
通
〉

338 
…
結
く
七
十
五
通
〉

3鈎
…
結
〈
廿
六
通
〉

3必
一
結
く
十
一
通
〉

341 
一
結
〈
せ
八
通
〉

342 
…
結
く
it
五
週
〉

343 
一
結
く
十
三
通
〉

災
4

一
結
〈
七
遜
〉

345 
一
結
〈
ガ
ト
通
〉

3必
一
結
く
否
通
〉

347 
一
結
く
八
通
〉

348 
一
結
＜
stt

五
議
〉

3却
一
結
〈
州
通
〉

3:x) 
…
結
く
ー
ト
九
通
〉

351 
1－永結久五く廿年網悶遜符倉〉

器
六

3泣
文
護
協
録

4
 

5
 

正
倉
競
嬢
芥
18

平
10-4970,

踊
25
－脅す

20

353 
大
治
五
年
譜
箆
在々

絵
関
等
所
弓
注
文
時
六

東
成

7
平
5-215

札
束

6
88 

52) 

354 
久
安
ニ
年
仏
兵
庄
掴
符
戸
所
司
注
文

11 

3お
康
和
二
年
文
書
目
六
兼
華
経
注
文

9
 

ま追
保
延
三
三
年
出
入
文
欝
日
記

14 

357 
大
治
五
年
出
入
文
勢
臼
記

35 

358 
天
王
子
勝
宝
八
年
以
後
文
香
詩
六

15 

ま選
康
治
元
年
法
乗
戸
草

2
 



3印
大

治
三

年
飛

騨
圧

文
書

目
六

1
 

361 
長

承
三

年
自

印
蔵

取
出

日
記

3
 

362 
康

治
元

年
自

印
蔵

南
蔵

取
度

物
等

文
1

 

3 日
永

久
五

年
出

入
日

記
1

 

364 
寛

平
年

中
符

戸
庄

園
10 

4
 
（
題
）
諸
国
封
物
来
納
く
寛
平
年
中
〉

東
南
4
3

 
平
1-183

，
東
1-380

365 
康

和
四

年
取

出
宝

撃
日

記
1

 

366 
貞

観
十

四
年

資
財

物
文

367 
康

治
二

年
絵

図
目

六

368 
一
帖
〈
本
目
録
外
／
百
四
十
延
〉
天
平
勝

宝
八

年
以

後
庄

々
記

文

369
宝

蔵
目

録
一

結
く

十
二

通
〉

天
平

勝
宝

三
年

以
後

訂
0

久
安

三
年

所
五

師
所

司
送

文
6

 
5

 
東

南
5-17

平
6
2609

，
東
3
690 

【
備
考
】

1
）
三
上
喜
孝
「
平
安
遺
文
第
四
号
「
六
条
令
解
」
の
復
元
的
検
討
」
（
『
日
本
歴
史
J
第
589

号
、

1997
年

）
参

照
。

な
お

玉
井

荘
お

よ
び

後
出

木
本

荘
の

文
書

対
応

関
係

は
、

五
味

文
彦

「
平

安
末

期
の

東
大

寺
荘

園
J

（
『
お
茶
の
水
史
学
』
第
29
号、

1986
年
）
の
整
理
を
参
照
。

2
）

こ
の

部
分

は
追

記
で

あ
る

が
、

料
紙

欠
損

の
た

め
玉

井
荘

関
係

か
、

別
の

荘
園

に
関

わ
る

か
不

明
。

3
）

大
井

・
茜

部
荘

に
関

し
て

は
東

南
院
7
6、

7
7、

国
立

公
文

書
館

内
閣

文
庫

、
東

京
大

学
法

学
部

な
ど

に
同

一
文

書
の

案
が

複
数

伝
来

し
て

い
る

が
、

そ
の

関
係

に
つ

い
て

本
稿

で
は

成

案
を

得
ら

れ
な

か
っ

た
。

そ
こ

で
表

1
の

「
現

存
」

の
項

に
会

を
入

れ
、

関
係

文
書

が
残

存
す

る
旨

の
み

を
示

し
た

部
分

が
あ

る
。

そ
の

た
め

文
書

残
存

率
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

検
討

に

よ
り
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

4
）

史
料

本
文

「
康

平
六

年
j

の
「

平
J

の
左

横
に

抹
消

符
を

う
ち

、
右

に
「

二
J

と
記
す
。
「
康
平
二
年
」
の
意
か
。

5
）

史
料

本
文

「
天

平
宝

字
四

年
」

の
「

字
J

と
「
四
J

の
聞

に
挿

入
符

を
う

ち
、

右
に

「
二

」
と

記
す

。
「

天
平

宝
字

二
年
j

の
意
か
。

6
）

天
平

神
護

元
年

4
月
28

日
の

因
幡

国
司

牒
・

因
幡

国
国

師
牒

を
含

む
の

で
東

南
4-1

が
該

当
す

る
と

み
た

が
、

継
目

裏
花

押
か

ら
み

て
配

列
の

混
乱

・
料

紙
の

欠
失

が
あ

る
よ

う
で

あ
り

、

東
南
4-2

（東
2-572～

577
、

平
1-196

、
21

、
37

、
71

、
2-433

、
434

、
8
紙

）
と

東
南
7-4

（東
3-820

、
平
1
208

、
前
欠
、

1
紙
）
も
関
わ
る
か
。

7
)

末
尾
に
継
目
裏
花
押
左
半
が
残
る
。

8
）

以
下

、
越

前
国

の
公

験
の

対
応

関
係

に
つ

い
て

は
小

口
雅

史
「

増
訂

初
期

庄
園

史
料

集
成

（
越

前
編

）
」

（
『

史
学

論
叢

』
第
11
号、

1985
年
）
を
参
照
。

9
）

京
都

大
学

総
合

博
物

館
所

蔵
壬

生
家

文
書

中
に

明
暦

4
(1658

）
年

頃
の

写
し

（
全

2
紙

）
が

伝
わ

る
。

田
島

公
「

天
平

宝
字

元
年

の
勅

旨
と

越
中

国
砺

波
郡

の
戒

本
師

回

-i
：
：
：
礎
票
宗
学
「
天
平
賓
字
元
年
越
中
圏
構
波
郡
戒
本
田
勅
書
（
写
）
J

の
紹

介
と

検
討

－
J

（
『
砺
波
散
村
地
域
研
究
所
研
究
紀
要
j

第
10
号、

19
畔

）
、

金
田

章
裕

・
田

島
公

「
越

中
a
越
中
国
砺
波
郡
東
大
寺
領
荘
園
図
」
（
出
典
は
栄
原
永
遠
男
本
文
註
（

5
）
論
文
に
同
じ
）
参
照
。

10
）

福
井

俊
彦

編
『

支
報

資
料

影
印

叢
書

国
書

篇
第
14
巻

古
文

書
集

1
j

 (1985
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
を
参
照
。

11
）

寛
弘

の
誤

り
か

12
）

以
下

、
石

井
・

土
居

両
荘

に
関

し
て

確
実

な
公

験
類

が
確

認
さ

れ
な

い
の

は
、

両
荘

と
豊

田
荘

（
加

地
荘

）
が

相
博

さ
れ

た
こ

と
に

よ
る

か
。

13
）

史
料

本
文

に
は

「
坪

付
一

巻
j

も
あ
っ
た
旨
が
記
さ
れ
る
。

14
）

大
治

元
（
1126

）
年

7
月

9
日

の
僧

逗
快

文
書

請
取

状
（

成
貸

堂
文

庫
所

蔵
文

書
、

平
5
2080

、
I
紙
）
に
関
わ
る
文
書
か
。

15
）

大
治

年
間

の
東

大
寺

諸
荘

文
書

井
絵

図
等

目
録

（
東

未
3-11

19
、

平
5-2157

、
前
後
欠
、

3
紙
）
が
関
わ
る
か
。

l」！非
11
］尉－

t民
＋
＜
中
綿
出
国
わ
〈
棚
田
犠

Q
欄
盤
宮
司
や
蛾

111-R 



16
）
年
月
日
米
詳
の
東
大
寺
領
丹
波
富
所
在
校
関
注
文
（
東
米

1-24
…
458

、
平
3-757

、
1
紙
〉
が
嬰
わ
る
か
。

17
）
永
保

2
(1082

）
年

5
月

10
日
の
大
和
諮
祭
敬
寺
牒
（
ミ
ミ
問
地
誌
9
4
、王手

4-1192
）
に
相
当
す
る
。

i
H
く

18
）
奥
裏
書
「
布
際
部
公
験
1
あ
り
。
本
貯
料
は
、

f来
採
訪
史
料
の
集
中
的
遺
存
地
域
に
お
け
る
古
代
・
中
世
史
料
の
綜
合
的
調
査
研
究
J
<r
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
j
第
事
長
号
、

1975
年）

112ffii:
に
よ
れ
ば
、

1957年
、
東
京
の
古
譲
渡
で
落
札
購
入
さ
れ
観
世
音
寺
に
入
っ
た
と
い
う
。

19
）
奥
裏
書
「
早
良
奴
稗
例
文
j
、
難
銭

f観
世
音
寺
j
f率

良
奴
袴
鰐
文
J
あ
り
。
早
稲
田
大
学
調
書
館
編
『
早
稲
聞
大
学
所
蔵
吉
野
研
究
室
文
書
上
出
（

1978年
、
古
川
弘
文
館
〉
、
福
井
俊

彦
備

考
10
）
縦
害
警
も
参
照

20
）
奥
裏
轡
下
大
室
密
年
縁
起
J
、

題
畿

f観
世
音
寺
j
「
大
宝
四
年
縁
組
j
あ
れ
平
野
博
之
「
「
観
世
音
寺
子
大
窓
四
年
縁
起
J
に
つ
い
て
J
<r
日
本
上
前
史
研
究
j
第

1
巻

第
7
号、

1957
生存人

石
上
英
…
「
古
f吃

荘
癒
と
tt
慰
問
」
（
出
典
は
栄
燦
永
遠
男
本
文
献
5
）
論
文
に
湾
じ
）
も
参
照
。

21
）
題
畿
「
観
世
音
寺
j
f奪

若
手
僧
掛
口
交
名
J

（
東
米

10-376
）
あ
り
。

22
）
堀
池
春
蜂
「
堂
本
四
泉
氏
議
・
東
大
寺
文
書
に
つ
い
て
J
<r
古
代
文
化
J

第
5
港

第
5
号
、
問
。
。
生
存
）
を
参
照
。

23
）
題
畿

f観
設
音
寺
子
l
「
吹
沼
庄
公

j験
J

（主義米
10

司369
）
追
う
り
。

24
）
奥
裏
書

f高
田
）
±
公
験
」
あ
り
。

25
）
題
銭

f続
投
資
苦
手
j
f紫

田
高
団
関
）
±
公
霊
会
J

（
東
米

10-370
）
あ
り
。

26
）
奥
裏
書
「
山
Jll
薮
沢
努
文

j、
題
畿
「
観
世
音
ミ
テ
j
rwJ11

薮
沢
例
文
J

（
東
米
10

」373
）
・
あ
り

o
本
史
料
に
つ
い
て
は

1998
年

3
丹
、
原
本
寵
室
長
そ
行
っ
た
。
邸
中
稔

f綴
津
美
術
館
所
蔵

文
書
（
上
）
J

（
『
古
文
書
研
究
i
第

28
号、

1987
年
）
も
参
照
。

27
）
表
題
＊
端
裏
書
の
項
の
う
ち

fニ
J

は
端
警
察
で
あ
る
。

28
）
奥
幾
霊
祭

f碓
井
j

あ
り
。
本
史
料
に
つ
い
て
は

1999
年

5
丹
、
芸
家
本
調
査
を
行
っ
た
（

24
号、

254
、

255
も
同
じ
）
。

加
）
題
銭
「
観
世
音
守
j
f椴

岐
御

庄
諜
J

（
策

米
附

66
）
あ
り
。
成
慶
（

17没
結
末
～

18世
紀

半
ば

の
東

大
寺

戒
機

脱
の

僧
）

が
作

成
し

た
印

譜
は

り
、

当
締

ま
で

の
伝

来
が

知
ら

れ
る

(234
、
245

も
関

山
。

小
倉

慈
湾

f
日
本
合
符
藷
の
研
究
｛
序
説
）

藤
点
幹
以
前
に
つ
い
て
J
(r
頭
立
震
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
j
第

79集、
1999年

）
参
照
。

紛
奥

裏
書

「
招

岐
J
、

職
f融

資
守

」
「

把
岐

櫛
時

計
沙

汰
J

（
影

写
本

『
齢

宇
宙

氏
所

蔵
文

書
j
）

あ
り

。
材

料
に

つ
い

て
は

19蝉
3
丹
、
原
本
調
査
を
行
っ
た
。
福
田
以
久

生
f横

浜
市
立
大
学
図
書
館
所
裁
の
古
文
書
に
つ
い
て
｛
そ
の
ー
）
J
u
横
浜
市
立
大
学
論
議
j
第

23巻
第

2
、

3
号、

1973年
｝
も
参
照
。
た
だ
し
、
福
田
論
文
は
朱
印
の
捺
さ
れ
た
部
分

の
み
を
紙
継
器
と
す
る
た
め
、
紙
数
を

1
枚
少
な
く
数
え
て
い
る
。

31
）
奥
裏
幾

f
官

妓
j
、
灘
鍛
「
観
世
音
寺
j
f把

妓
御

正
鵠

瀦
J

（
東
未

10
367

）
あ
り

0

32
）
奥
義
欝
「
黒
嶋
J
、

議
畿

f観
世

音
寺
j
f黒

鵠
鰐
）
±
公
験
J

（
策
未

10-368
）
あ
り
。

33
）
題
鍛
「
観
世
音
寺
H

船
越
密
至
勝
示
文
欝
」
あ
り
。
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
『
八
代
償
治
氏
所
蔵
文
議
u

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
保
延

3
(1137

）
年

3
月
日
の
筑
前
悶
観
世
音
寺
封
務
作
回
地

子
段
米
注
進
状
（
平
5-2366

）
の
題
畿
に
転
用
さ
れ
て
い
た
。

34
）

麟
「

続
投

蹄
j
f船

越
劇

受
難

ゃ
tlJ

（
東
米

10-365
）
あ
り
。

35
）
題
銭
［
観
波
宮
筆
者
手
j
f船

越
塩

釜
簡

牒
j

あ
り
。
摺
池
春
峰
備
考
22

）
論
文
も
参
類
。

36
）
題
銭
「
観
世
音
寺
j
r－

顎
経
旧
公
験
」
｛
東
米

10
…
372

）
あ
り
。

37
）
奥
裏
饗
「
郭
内
田
J、

媛
畿

f観
世

音
寺
J
r郭

内
田

公
験
J

（主義米
10・-371

）
あ

れ
本

史
料

に
つ

い
て

は
1的

5
年

5
丹
、
原
本
調
査
を
行
っ
た
（

240
、

252
、

261
も
関
じ
〉
。

38
）
奥
議
室
参

f呉
楽
団
」
、
題
畿

f観
世

音
寺
J
r呉

楽
回
公
草
食
j

あ
り
。

39
）
砿
藤
忠
澄

f寧
楽

雑
纂

j
（
九
州
大
学
総
務
密
警
館
所
蔵

604
／ナ／

1
）
に
見
え
る
抄
出
に
よ
り
、
競
治

2
(1088

）：年
5
月
の
観
世
音
寺
解
、
応
徳

2
(1085

）
年

3
月
10

犯
の
大
宰
府

政
所
下
文
、

f菜
採

3
(1001

）
年

5
丹
羽
践
の
大
宰
府
牒
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

40
）
奥
楽
番
「
金
蛍
長
講
j

あ
り
。

41
）
題
銭
「
観
世
管
寺
J
r諸

会
米
偶
文
J

（
東
未

10-375
）
あ
り
。



42
）
奥
義
議
「
勅
封
藤
下
用
務
文
j
、
題
鍍

f観
投
資
苦
手
J

「
勅
封
蔵
下
用
{j)J
文
J

（
東
米

10-374
）
あ
り
。

43
）
東
京
奨
術
学
校
縦

1観
世

音
寺

大
鏡

会
j

(1934
年
、
大
塚
巧
芸
社
）
、
高
倉
洋
彰
rr
延
審
蕊
年
観
世
音
寺
資
財

l燦
j
小
母
孝
一
観
世
音
寺
蔵
写
本
に
表
わ
れ
た
資
財
根
原
本
の
脱
文
と
そ

の
補
足
…
J

（
鏡
山
猛
先
生
古
稀
記
念
論
文
終
刊
行
会
編
？
鵠
：
：
生
古
文
化
論
如
、

19桝
、

再
刊

行
部

も
参

照
。

彩
写

本
『

延
喜

五
年

観
世

音
寺

鰍
鮒

に
は

、
現

在
の

第
10紙

奥
築
と
第

11
紙

端
裏

に
そ

れ
ぞ

れ
「

初
一

十
枚

ム
f初

一
次
j
、
第
四
紙
の
紙
背
中
途
に
「
第
六
j
、

第
19紙

爽
議
と
第
20
紙

端
裏

に
そ

れ
ぞ

れ
「

第
二

十
枚

ム
f第

二
次

十
二

枚
J
、

第
32紙

端
裏
に
「
第
三

十
枚
J

と
あ
る
｛
位
蜜
は
い
ず
れ
も
よ
方
〉
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
「
第
二
十
枚
j

が
1
枚
多
い
（
実
際
は

9
枚
）
の
を
徐
け
ば
紙
数
は
現
状
に
一
致
し
て
お
り
、

飽
の
保
安
元
年
公
験
案
の
端
襲
に
紙
数
が
記
~
れ
て
い
る
も
の
と
碍
種
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
「
第
六

j
と
あ
る
の
も
仁
平
話
録
の
結
の

JI原
序
と
は
合
致
し
な
い
が
、
あ
る
い
は
も
と
は
こ

の
資
財

i援
が

8
番
目
の
結
に
属
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
後
の
二
次
的
な
修
潔
な
ど
に
伴
う
も
の
と
い
う
可
能
性
も
部
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
第
53紙

に
は

f茂
経
せ
枚
序
三
枚

j
と
読
め
る
媛
替
が
あ
る
｛
本
来
の
料
紙
で
は
な
く
裏
打
紙
に
表
面
か
ら
響
い
た
よ
う
に
覚
え
る
）
。
九
持
大
学
文
学
部
奨
学
炎
術
史
研
究
室
架
蔵
の
写
箕
販
に
よ

れ
ば
、
第

11紙
端
姦
の
下
プ
誌
に
花
押
ら
し
き
も
の
が
見
え
る
が
、
前
掲
影
写
本
に
は
写
さ
れ
て
お
ら
ず
、
版
本
を
実
見
で
き
な
い
現
状
で
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
判
断
を
留
保
し
た
い
。

44
）
題
鍍
「
修
理
主
j(:J

f
用
途
綬
J

（
策
来

10-402
）
あ
り
。
奈
良
関
立
文
化
財
研
究
所
編
？
東
大
寺
文
章
容
関
録
第

5
巻

j
(1983年

、
再
耳
窓
会
）

142貰
は
題
畿
の
年
代
を
窓
町
と
判
断
ず
る
。

45
）
継
目
裏
花
押
（
港
獲
さ
｝
あ
り
。

46
）
筒
井
寛
秀
氏
所
蔵
文
饗
・
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
影
写
本
（
闘
史
／
か
大
／

2
1
）
吾
参
照
（
と
も
に
太
宰
府
市
交
繰
iち

ん
室
架
蔵
写
真
版
に
よ
る
。

260
も
阿
じ
）
。

47
）
継
目
裳
花
押
あ
り
。

48) 
289

～
333

は
絵
闘
で
あ
る
が
、
既
出
の
分
も
含
め
絵
関
の
端
裏
書
等
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。
絵
儲
の
対
応
翼
係

iま
栄
原
永
遠
5号

本
文
註
（

5
）
論
文
部
～
73真

参
熊

0

49
）
正
倉
院
に
伝
わ
る
布
闘
が
正
文
で
あ
る
。

50) 
304

が
lEJ之

、
こ
ち
ら
が
案
と
さ
れ
る
。

51
）
鷺
森
治
察
「
摂
漆

b
摂
津
職
河
辺
郡
猪
名
所
地
開
J

（
出
典
は
栄
原
永
遠
奥
本
文
設
｛

5
）
論
文
に
同
じ
）

305葺
は
、
仁
平
§
線
記
裁
の
絵
闘
を
、
現
絵
閲
成
立
以
前
に
想
定
さ
れ
る
三
設
階

の
絵
踏
の
う
ち
、
第
二
段
階
の
も
の
と
す
る
。

52
）
栄
藤
永
遠
5号

本
文
設
（

5
）
論
文
部
～
86頁

が
、
紙
継
闘
を
も
と
に
仁
平
以
後
改
言
？
の
可
能
性
そ
示
す
。

l
 1 J.J 



仁
平
一
一
一
年
東
大
寺
諸
荘
園
版
文
書
関
鋸
の
蕪
礎
的
轡
察

二八

種別 国名等 荘園名 文書番号 残存率｛完） 離別 国名等 荘鴎名 文議事芸寄与号 残存率〈%）

出域開 三区井荘 1～18 16.7 山田荘 176 。
？ 19 。 中嶋粧 177 。

己口田 20～24 。 文 惣券 178～181 。
賀茨荘 25～31 71.4 太和麗 繰敬寺 205 100.0 

大野荘 32～35 。 書 肥前額 206 。
泉木津 36～斜 66.7 観世音寺 207～287 56.8 

海印寺 45 。 御幸容悶 288 。
下野国 46 100.0 寺中 289～291 33.3 

文 美濃盟 大井粧 47～57 36.4 大和国 棟荘 。
茜部経 58～71 42.9 近江国 覇流荘 100.0 

｜｜｜搭大伊露和国国国 木赤赤穂本尾剖剖剖 72～85 

50.0 研賓翠 頼回荘 294 。
86～90 20.0 伊勢雷 三葉荘 295 。
91 。 給 加費国 轄生荘 296～297 。

伊予悶 新語荘 92～95 。 播磨間 垂水粧 298 。
阿波悶 新嶋荘 96～103 50.0 越前回 灘麓荘 299～300 100.0 

周防関 梅野荘 104～107 0 椿版荘 301～303 。
躍轍関 高庭荘 108～110 100.0 高串荘 304～305 50‘。
丹該国 後JI!荘 111～112 。 道守荘 306～307 50.0 

越詰欝 惣券 113～116 75.0 問答荘 308～309 。
足羽荘 117～120 75.0 小榛荘 310 。
国富義 121～123 66.7 鰻中器 丈器荘 311～312 50.0 

桑原荘 124～128 100.0 砺波荘 313 。
高時荘 129 100.0 大薮荘 314～316 33.3 

閉館荘 130 。 須加荘 317～318 50.0 

満江荘 131 100.0 ~ 鳴戸荘 319 100.0 

書 生江荘 132 。 石翼荘 320～322 33.3 

加繋鵠 i構生荘 133～140 。 桜田粧 323～324 50.0 

議中関 141～149 77.8 難関荘 325～326 。
議後間 五井荘 150～164 。 狩域荘 327～328 。

土居荘 165～169 。 惣額 329 。
真招荘 170 。 摂津間 議名荘 330 100.0 

近江国 因幡荘 171 。 下野間 古酒荘 331～333 。
息長粧 172～173 。 話 文欝目録 352～368 17.6 

尾張盟 愛智荘 174～175 。 鋒 さ主議自鎌 369～370 50.0 

表2



註（1
）
管
見
の
範
囲
で
現
裂
も
っ
と
も
完
欝
し
た
釈
文
は
、
「
舷
阜
県
史

口
す
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
補
う
べ
き
点
が
あ
る
。

（2
）
皆
川
尭
一
「
公
験
蔚
揮
と
東
大
寺
文
書
」
（
「
東
京
大
学
史
料
綱
纂
所
報
」
第
七
号
、

輪
場
に
よ
る
。

〈3
〉
古
田
臨
幸
太
郎
「
貯
財
界
店
頭
の
賢
い
っ
ぷ
り
、
売
り
っ
ぷ
り
」
（
反
町
茂
雄
編
「
紙
魚
の
禁
が
た
り

。一一

i
一
O
六
頁
。

（4
）
「
重
要
文
化
財
第
二
一
一
挙
措
籍
れ
〈
典
鵠
V
』
（
一
九
七
七
年
、
毎
日
新
聞
社
〉
七
八
真
誌
、
一
一
九
・
五
×
九
八
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

（5
）
栄
間
中
氷
遠
男
「
古
代
荘
揺
の
作
成
と
機
能
」
（
金
田
章
務
・
石
上
英
了
鎌
田
光
一
・
栄
諒
永
遠
男
編
「
日
本
古
代
荘
騒
騒
い
、
一
九
九
六
年
、
東
京
大

学
出
妓
余
〉
八
六
…
肢
も
、
影
写
本
に
よ
り
つ
つ
第
一
四
紙
の
改
誌
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

（6
）
東
大
導
出
離
に
つ
い
て
拡
皆
川
完
一
設
〈
2
）
論
文
、
場
地
春
鵠
「
部
議
と
東
大
寺
文
書
一
の
伝
来
」
〈
持
吋
南
部
仏
教
史
の
研
究
上
東
大
寺
篇
い

所
収
、
一
九
八

O
年
、
法
蔵
能
。
初
出
一
九
六
九
年
〉
密
照
。

〈
？
〉
永
欝
一
元
年
二
丹
八
日
の
仏
具
出
用
説
文
薬
〈
正
倉
院
文
書
塵
芥
三
六
・
編
一
一
五
i
附

3
5
0

〈8
）
永
鰐
元
年
八
月
ヨ
の
東
大
寺
牒
議
〈
東
議
五

i
一
回
・
東
一
一
一
l
六
七
一
了
平
eru
－－一…

0
二。

（9
）
承
安
五
年
七
月
七
日
の
東
大
寺
文
書
出
納
自
記
（
東
京
大
学
文
学
部
一
耕
栽
文
饗
・
東
刻
一

l
一
ニ
五
・
平
九
i
西
八
七
七
〉
。

（M
W
）
治
承
四
年
一

O
丹
自
の
東
大
寺
黒
田
荘
文
書
吾
録
（
薬
師
一
｜
…

0
・
一
平
八
i
一一一九一ニニ）。

（
日
）
東
大
寺
文
欝
出
納
日
記
（
東
未
一
ニ
｜
一
一

1
4
4
4

一
O
八
・
平
六
｜
二
九
七
一
一
一
）
お
よ
び
東
大
寺
三
綱
解
案
〈
東
来
一
i
i

一i
一
一
二
・
東
一

O
i一一一六・

平
七

1
2
七
一
一
五
）
。
覚
仁
の
事
績
に
つ
い
て
は
久
野
移
譲
「
覚
仁
考
！
平
安
末
期
の
東
大
寺
と
悪
幣
i
L
〈
問
吋
日
本
中
世
の
寺
混
と
社
会
』
所
収
、
…

九
九
九
年
、
塙
場
一
一
一
房
。
拐
出
…
九
八

O
年
）
参
照
。

〈
ロ
〉
一
本
安
五
年
四
月
ニ
ム
ハ
告
の
鑓
桔
麓
響
状
〈
東
米
一
一
一
i
一一一
i
i

一
O
八
・
平
七
｜
一
一
一
六
八
五
て
関
年
五
月
日
の
東
大
寺
領
諸
荘
菌
文
響
性
文
案
〈
東
来

一一一
j288555

一一

i
一
八
・
平
七
1

一一一六九
O
て
安
売
元
年
八
月
四
日
の
増
額
実
審
状
〈
東
米
一

i
一一四
i
六
二

0
・
平
七
｜
…
一
一
六
九
九
て
同
年
八
月
七
日
の

東
大
寺
領
荘
園
文
欝
目
録
〈
車
種
盟
大
学
所
議
文
書
・
平
七
i
コ一七

0
0〉
な
ど
。

（
日
）
安
元
元
年
八
月
七
日
の
東
大
寺
領
荘
醤
文
書
目
録
〈
早
稲
田
大
学
所
蔵
文
審
・
一
平
七
i
三
七

0
0）。

史
料
編

古
代
・
中
世
三
』
（
一
九
七
一
年
、
較
阜
県
〉
の
西
部
荘
言
文
書
二
八

一
九
七
三
年
〉
。
以
下
、
曽
川
氏
の
説
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
本

昭
和
議
』
所
夜
、

一
九
八
七
年
、
八
木
欝
癌
〉

二
九



ニ
O

（
日
比
〉
観
控
音
寺
の
東
大
寺
末
寺
化
の
理
由
・
背
景
に
つ
い
て
は
、
観
堂
音
寺
が
部
鎮
の
悔
全
・
回
援
の
た
め
、
権
力
を
失
い
つ
つ
島
る
大
宰
府
に
変
わ
る
新

た
な
保
護
を
東
大
寺
に
求
め
、
一
方
、
東
大
寺
は
観
世
音
寺
の
経
捺
力
に
期
待
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
高
倉
洋
彰
「
筑
紫
観
設
立
留
守
史
考
」
（
九
州
歴
史

資
料
館
編
「
軌
関
紘
一
甥
腕
組
大
宰
府
古
文
化
論
叢
下
巻
円
一
九
八
一
一
一
年
、
吉
川
弘
文
舘
二
一
九

i
一
一
二
賀
、
寝
室
泊
二
「
観
主
獄
中
鳴
る
東
大
寺

米
中
市
リ
化
記
つ
い
て
」
（
立
す
競
史
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
O
年
）
参
照
。
な
お
観
世
吾
寺
文
書
一
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

（
日
）
毒
え
て
憶
測
す
れ
ば
、
こ
の
ニ
者
の
共
通
点
が
、
東
大
寺
別
当
で
も
あ
っ
た
臼
邦
法
印
顕
恵
が
召
し
上
げ
た
ま
ま
返
却
し
な
か
っ
た
文
書
で
あ
る
、
と

い
う
点
に
解
決
の
鍵
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

〈U
W
〉
東
来
一
一
一
i
一一一
i
i
ニ
一
一
（
一
平
三
l
八
五
七
て
東
末
三
i
一一一

geese

－
一
一
一
近
穴
（
註
（
国
）
参
顛
〉
に
つ
い
て
、
奈
良
悶
立
文
化
財
研
究
所
編
吋
東
大
寺
文

番
目
録
第
四
巻
』
（
一
九
八
一
一
年
、
同
期
金
口
）
二
五
回
、
一
一
八
一
頁
が
指
識
す
る
。

（
口
）
皆
川
完
一
「
石
井
庄
文
書
」
「
解
題
〈
石
井
正
文
書
〉
」
〈
佐
藤
進
一
・
藤
本
久
志
・
議
出
浩
然
・
阿
部
洋
輔
・
中
野
笠
任
・
金
予
選
鱗
吋
審
印
北
越
中

世
文
書
』
、
一
九
七
近
年
、
柏
書
一
房
）
二
七

0
1一一七二、一一一一一
O
i一
三
二
頁
参
類
。

サ
…
潤

〈
叩
叩
）
こ
の
史
料
に
辻
、
「
大
井
務
部
碍
正
文
書
」
の
一
っ
と
し
て
「
一
一
結
雑
文
書
」
の
記
載
も
る
り
、
こ
れ
は
文
治
四
年
九
丹
一

E
の
東
大
寺
領
大

せ
一
通

井
茜
部
荘
文
建
進
上
邑
録
案
｛
東
来
一
ニ
l
一一

e
g
g

－
－
五
一
一
・
鎌
一
i
i
一ニ胆

O
）
に
も
箆
え
て
お
号
、
「
大
井
商
部
庄
／
一
一
結
雑
文
書
」
と
あ
る
東
来

一一一
jes

－－一一一

i
…
一
一
五
六
が
告
紙
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
仁
平
吾
録
に
鵡
数
の
一
致
す
る
も
の
が
見
あ
た
ら
な
い
。

〈
諮
〉
東
大
寺
の
寺
領
の
成
立
年
次
に
つ
い
て
は
永
村
組
問
「
東
大
寺
寺
領
…
覧
」
（
吋
国
史
大
辞
典
い
第
一

O
巻
、
一
九
八
九
年
、
古
川
弘
文
館
〉
を
券
糾
問
。

（
初
）
第
九
六
回
史
学
会
大
会
（
一
九
九
八
年
一
一
月
一
五
日
、
於
東
京
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
報
告
「
平
安

i
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
東
大
寺
文
書
の
出
納
に
つ

に
；
」
で
、
文
書
出
納
日
記
を
紫
殺
と
し
た
全
体
的
情
敵
を
試
み
た
。

本
稿
作
成
の
た
め
の
調
査
お
よ
び
成
稿
に
あ
た
り
、
次
に
掲
ザ
る
諸
氏
・
議
機
関
に
は
特
に
鰐
教
示
・
御
高
記
を
賜
わ
っ
た
。
生
来
の
不
敏
か
ら
、
そ
れ

ら
を
十
分
託
生
か
せ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
あ
っ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
（
敬
祢
籍
、
願
不
問
）
。

石
上
英
一
、
石
風
呂
知
典
、
上
杉
和
彦
、
連
藤
基
郎
、
開
田
隆
夫
、
加
藤
友
康
、
佐
藤
全
敏
、
撞
松
毅
彦
、
鈴
木
伸
治
、
田
測
義
樹
、
村
井
躍
介
、
村
山

龍
八
、
安
田
治
樹
、
出
口
語
一
半
、
山
口
英
男
、
米
食
久
子
、
九
州
大
学
駐
韓
関
韓
館
、
題
立
公
文
撤
回
議
再
構
文
庫
、
慈
克
明
院
、
太
宰
詩
市
史
編
集
喪
員
会
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
、
椴
津
英
衛
館
、
山
口
県
環
史
縞
さ
ん
室
、
讃
浜
市
立
大
学
。

本
稿
は
平
成
九

1
一
O
年
産
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
競
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




